　　　　　　　　　　　　　　　　　　（様式７－１６）みさと公園・吉川公園
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　１４　有料施設の利用料金等の設定

　　
【有料施設の利用料金等の設定の基本的考え方】

	○サービス向上と利用料金との関係を含んで記入してください。

	


【利用料金額】

（１）利用料金

ア　有料施設

	料金変更の有無
	施　設　名
	現　行　料　金（円）
	新　料　金　（円）

	有・無
	みさと公園
駐車場
	大型車 

２時間まで　    1,000円

２時間を超え３０分まで増すごとに　　  500円

普通車

１時間まで　　　  200円

１時間を超え３０分まで

増すごとに　　　 100円
	

	＊　駐車場の欄の大型車とは、道路運送車両法第３条で規定する大型特殊自動車または乗合型自動車（同条に規定する普通自動車のうち、乗車定員１１人以上のもの）とし、普通車とは、それ以外の自動車とする。ただし二輪車は除く。


	

	


イ　行為許可

	  料金変更

 の有無
	行　　　　為
	現　行　料　金（円）
	新　料　金　（円）

	有・無
	物品の販売、興行その他の営業行為
	１㎡当たり１時間     3円
	

	
	（フリーマーケット）
	１㎡当たり１時間     2円
	

	有・無
	写真の撮影
	１件当たり１時間 1,570円
	

	有・無
	映画等の撮影
	１件当たり１時間 4,500円
	

	有・無
	競技会、集会、展示会、博覧会その他これらに類する行為
	１㎡当たり１時間     2円

	

	有・無
	広告物の表示
	表示面積１㎡当たり

１時間    530円
	

	＊　行為に要する面積が１㎡未満であるとき、又はその面積に１㎡未満の端数があるときは、１㎡として計算するものとする。
＊　行為に要する時間が１時間未満であるとき、又はその時間に１時間未満の端数があるときは、１時間として計算するものとする。
＊　表の行為は、原則として午前８時３０分から午後５時までとする。
＊　国又は地方公共団体（学校は除く）が主催する事業は、無料とする。
＊　国又は地方公共団体（学校は除く）が共催及び後援する事業は、表の金額の半額。
＊　学校教育法にいう学校（大学、専修学校を除く）、児童福祉法にいう保育所が主催する事業は、半額とする。
＊　表の行為許可のうち「物品の販売、興行その他の営業行為」、「競技会、集会、展示会、博覧会その他これらに類する催し」については、表に掲げる額に許可対象となる数量を乗じて得た額に１０５分の１１０を乗じて得た額とする。
＊　県外に住所を有する者が表に掲げる行為を行う場合は、表の金額にそれぞれ当該金額の１００分の５０に相当する額を加えた額とする。
＊　表の行為許可のうち「物品の販売、興行その他の営業行為」、「競技会、集会、展示会、博覧会その他これらに類する催し」を行いかつ入場料又はこれに類するものの徴収をする場合並びに公園施設を利用して入場料又はこれに類するものの徴収をする場合は、表の金額を用いて算出した金額、入場料又はこれに類するものの総収入額の１００分の６に相当する額又は５２，３８０円のいずれか高い額とする。
＊　上記の行為許可に基づいて算出した使用料の額が、１０円に満たない場合における使用料の額は０円とする。１０円以上となる場合において、その金額に１０円未満の端数があるときはその端数を切り捨てるものとする。
＊　電気、ガス、水道、下水道等を使用する場合又は特別な設備、管理、模様替え等を要する場合は、行為許可料金の他に別途実費相当額を徴収することができる。


（２）　自主事業

ア　現状

	継続か

廃止か
	料金変更の有無
	　 行　　為
	現行料金（円）
	新料金（円）

	継続・廃止
	有・無
	みさと公園
炊事場
	炉付き1日(9:00～16:00)　1,120円
炉なし1日(9:00～16:00)    560円
	

	継続・廃止
	有・無
	バッテリーカー
	１回              　　100円
	

	 ＊　炊事場の利用について、障害者及びその介護者１人は無料とする。この場合、「障 
  害者」及び「介護者」とは、障害者の利用に係る公の施設の使用料及び利用料金の減免に関する条例第３条及び同条例施行規則第３条に該当する方をいう。なお、この場合、規則第３条中「知事」とあるのは「指定管理者」と読み替える。
＊　障害者が同一時間帯に同一施設を複数利用する場合、利用料金を無料とされるのは最小貸出単位のみとする


イ　新規提案事業

	　　行　　　　為
	　　料　　金（円）

	
	

	
	

	
	

	
	


